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病棟再編の実施について

市立旭川病院では，患者さんの動向や職員

の配置体制，診療報酬の改定などを考慮して，

適切かつ効率的な入院診療の確保を図ること

を目的に病棟再編を実施いたしました。

一部病棟の統合と休止を伴い，フロアを異

にする診療科の移動もありましたので，患者

さん・ご家族にはご面倒をおかけしましたが，

大きな問題もなく作業を終えることができま

した。特に３階は，東側と西側を合わせてひ

とつの病棟としての運用を始めております。

新しい病棟のかたちに円滑に対応できるよ

う，職員一同で努めてまいります。

再編の主な内容は次のとおりです。

地域包括ｹｱ病棟 (38床）

血液内科 (43床）
放射線治療科 (1床）

耳鼻咽喉科 (8床）
外科 (32床）
麻酔科 (2床）

循環器内科 (38床）
皮膚科 (8床）

泌尿器科 (20床）
胸部外科 (4床）
小児科 (10床）
歯科口腔外科 (2床）

胸部外科 (16床）
眼科 (4床）
呼吸器内科 (22床）
救急病床 (1床）
産婦人科 (5床）
小児科 (2床）
消化器内科 (42床）
救急病床 （消内のうち2床）

総合内科 (6床）
代謝内科 (2床）

ICU (6床）
CCU (4床）

精神神経科 (50床）

合計（休床分を除く） ４２２床
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感染症病床 (6床）
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市立旭川病院　病棟の状況　（H30.4.1現在）
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①廃止していた西３階病棟を再開し，３階

の東西を合わせて１病棟として運営

②従来の東６階病棟を３階病棟に移動し，

東６階病棟は一時休止

③眼科を東７階病棟から西４階病棟に変更
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（診療科からのご案内）
泌尿器科 金川匡一

当科は、2014年からロボット支援鏡視下手術を導入しており、前立
腺全摘術のみならず腎癌に対しての腎部分切除術にも実績を上げており
ます。そして今年から膀胱癌に対しての膀胱全摘術も行う予定です。患
者さんに対して非常に侵襲の少ない手術となっており、皆様のご期待に
そえるものと考えております。
また、以前から行っている腎移植においても、移植認定医が二人体制

となっており、より多くの症例を実施できる様になりました。
結石治療においては、昨年から新規レーザー砕石装置を導入し、より

効率の良い砕石を行う事ができております。遠慮なくご紹介ください。

当院は，地域がん診療連携拠点病院の指定を受け，地域のがん診療水準の

向上に寄与できるよう取り組みを進めてまいりました。院内職員及び地域の

医療・介護・福祉に従事する皆様を対象に研修会等を開催しておりますが，

そのひとつに緩和ケア勉強会がございます。

この度，緩和ケア勉強会の実技・実践編として，福岡を拠点に浮腫ケアの

講演や最新の技術指導を全国で行うなど幅広く活躍されている大塚俊介氏

（日本浮腫緩和療法協会理事長）を講師にお迎えして「緩和的浮腫ケア講習

会」を開催いたしました。３月１１日（日）の午前から午後にかけての時間

帯でしたが，参加された２３名は，浮腫の理論と講師の経験に基づく繊細な

手技を真剣に，そして楽しみながら学ぶ

充実した時間を過ごされたようです。

今後も，研修会等は，継続的なものや

新たに取り組むものを各種行ってまいり

ますので，お気軽にご参加いただけます

と幸いでございます。

緩和的浮腫ケア講習会を開催しました

（診療科からのご案内）
精神神経科 武井明

総合病院の精神科として，統合失調症，気分障害，ストレス関連障害，認知
症といったあらゆる精神疾患に対応しています。また，18歳以下の子どもた
ちを診察する思春期外来を開設しており，不登校，発達障害，摂食障害などの
思春期に特有の疾患の診療も行っています。
精神科病床を有していますので，自宅や職場を離れて休養をする入院治療も

可能です。



 

 

 

 

 当院では，地域の医療機関様からのお申し込みを受けて，CT・MRI などの検査のみを行う「医療機器の共同利

用」を実施しております。 

検査等を適切に行い，事故を未然に防ぐため，お手数ではございますが，予約のお申込に際しては，その目

的や方法について患者さんにご説明いただき，検査等の種類や対象部位等をお知らせくださいますようお願い

申し上げます。 

 

１ 共同利用検査等の種類 

  ①ＣＴ  ②ＭＲＩ  ③ＲＩ  ④骨密度測定     ⑤ＡＢＩ検査 

 

２ お申込方法 

  ●検査 ① ② ③ ④ につきましては，以下の流れでお願いいたします。 

 

   （１）          （２）           （３）           （４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

            （１）お電話一本でお申込みが可能です。 

                お電話で検査部位と 

検査日時をお決め下さい。 

                ＊ＣＴ，ＭＲＩ，ＲＩは，検査画像のお渡し 

                  方法をお選びいただきます。 

                                検査受診                       

        （２）検査予約確認票（等）を 

                ＦＡＸでお送りします。 

                                 

                 

（３）書類をお渡          

               しください。  

 

            （４）後日，専門医による読影結果を 

ご報告します。 

             ＊ＣＴ，ＭＲＩ，ＲＩは，検査画像を当日患者様にお渡しするか，後日読影結果と 

               同時に送付させていただくかのどちらかをお申込み時にお選びください。 

                    

 ●検査 ⑤ ＡＢＩ検査につきましては，地域医療連携課（連携事務担当）へお申込みください。 

 

３ お申込先 

    市立旭川病院（代表電話）０１６６－２４－３１８１ 

検査 ① ② ③ ④ 中央放射線科（内線３７７０）   検査 ⑤ 地域医療連携課（内線５３７０） 

 

 ※ご不明な点がございましたら，地域医療連携課（24-3181 内線5370）まで，お気軽にお尋ねください。 

 

患者様 

 

市立旭川病院 

中央放射線科 

24-3181 

内線3770 

 

 

 

地域医療連携課 

24-3181 

内線5370 

 

 

 

 

 

 

 

地域医療機関

先生様 

ＣＴ，ＭＲＩなどの医療機器をどうぞご利用ください 

※新たにＡＢＩ検査も共同利用で実施可能となりました！ 

当院中央放射線 

科にお電話でお申

込みください。 

検査可能な日時を

確認して即答いた

します。 

地域医療連携課 

から 

「検査予約確認票」

「検査のご案内」 

をＦＡＸいたしま

す。 

検査のご案内と 

貴院で作成された

「診療情報提供書」

を患者様にお渡し

いただき，予約日に

当院を受診 

させて下さい。 

当日，検査終了 

後に，患者様には診

療費の自己負担分

をお支払いただき

ます。 

後日検査結果をご

報告致します。 

 

ＮＥＷ！ 

ＮＥＷ！ 

ＮＥＷ！ 
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当院では，毎月第４水曜日の
１３：００から１５：００にが
ん患者サロンを開設しています。
サロンの愛称は「ひまわり」。
がん患者さんやご家族同士が気
軽に語り合い交流できる場を提
供したいと考えています。
また，がん患者サロン「ひま

わり」の開設日に合わせてミニ
セミナーを開催しています。昨
年度は７回でしたが平成３０年
度は１２回の開催を計画しまし
た。
がん患者サロンとミニセミ

ナーは，当院の患者さんに限ら
ず他院に通院されている方もご
参加いただけます。療養生活に
役立つ知識等を学ぶことができ
ますので，身近に対象となるが
ん患者さんやご家族がいらっ
しゃいましたらご案内ください。
準備の都合により，事前の申

込みをお願いしています。患者
さん・ご家族からのご連絡をお
待ちしています。

がん患者サロン ひまわりミニセミナー

（診療科からのご案内）
皮膚科 坂井博之

ここ数年間、皮膚科は常勤医2人（坂井、野村）に加えて研修医が０あるいは１人の構
成で診療にあたっています。常勤医は２人とも日本皮膚科学会認定専門医であり、うち
１人（坂井）は日本アレルギー学会認定専門医です。
当科の特徴を挙げると、

1）皮膚アレルギー疾患の原因検索、治療を積極的に行っている。
2）皮膚科専門医が施行可能な治療（生物学的製剤など）症例も比較的多い。
3）手術も積極的に行っている（形成外科がないため、重症感染症の緊急手術など
も当科が担当）。

5）看護部の協力の上、褥瘡の保存的治療、手術などを継続的に行っている。
4）入院患者が1日あたり平均8-10人いる。
皮膚疾患のほとんどは当院で対応可能と思います。困った症例に遭遇の場合は、一度

当科にご相談を頂けると幸いです。


